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内 容 の 要 旨 
 
緒言 
 メチシリン耐性黄色ブドウ球菌 (methicillin-resistant Staphylococcus aureus: 
MRSA)は、皮膚常在菌である黄色ブドウ球菌由来菌で、院内で検出される薬剤耐性菌とし
て最も分離頻度が高い。中心静脈カテーテルや人工関節など生体内留置の医療用器具上





されていない。本研究は、BF 形成能の高い MRSA 菌株を用い、既存の安全性が担保された
物質および薬剤を用い検討を行い、BF 形成予防物質としてある種の界面活性物質、殺菌
物質としてある種の銀化合物を見出した。第 1 章では界面活性剤を用いた検索、第 2 章
では銀化合物を用いた検索を行った。 
 
第 1 章 皮膚組織を含む様々な基質上に形成された MRSA 形成 BF に対するポリソルベー








シル硫酸ナトリウム (SDS)、両性イオン系の 3-(3-Cholamidepropyl) dimethylammonio-
1- propane-sulphonate (CHAPS)および非イオン系の PS80 の 4 種類を用いた。生体細胞
としてマウス 3T3 線維芽細胞を用い、細胞毒性効果も検討した。生体細胞毒性効果は最













の結合体である SSD は、MRSA 形成 BF に有効であるとの報告はあるが、その BF に対する
作用様式は不明である。本章では、SSD による MRSA 形成の BF に対する殺菌効果とその様
式を明らかにするため、硝酸銀 (AgNO3)や SD の効果と比較検討した。 
 SSD、SD、AgNO3 の中で、SSD のみが BF に対し殺菌効果を示した。しかし、SD には殺菌
効果は全くなかった。その殺菌効果は銀イオンが重要であると考えた。しかし、SSD の培
養液内イオン化銀量は AgNO3 より少なかった。SD の BF に対する付着性をプラスチック基
質とで比較検討したところ、SD は BF に選択的に結合した。しかし、SD と AgNO3 を同時
添加しても殺菌効果の増幅はなかった。次に、SSD の効果は BF への直接接触が重要であ
ると考え、SSD が通過できない半透膜チャンバー内に密閉したところ、BF に対する殺菌
効果は減弱した。銀と SD 結合体である SSD は銀を BF まで運搬し、BF に付着後に銀イオ





い。本研究は、BF 感染症を総合的にとらえ、BF 形成を阻止する方法と BF 形成後の破
壊・殺菌法についての両面から検討を行った。特に、用いた物質、薬剤は医療の中で長
年用いられてきたものを採用し、医療現場で最も頻繁に遭遇する MRSA による BF 形成に
対する効果を検討した。BF 形成抑制物質として、界面活性剤である PS80 を見出した。本
研究により、BF 形成が危惧される皮膚組織やプラスチック、シリコン基質などの医療器
具を PS80 で前処理することで、菌の付着および BF 形成を阻止できる予防的対処法の可
能性を示した。しかし、PS80 は形成された BF には殺菌効果は望めない。そこで次に、形















されていない。本論文は、BF 形成能の高い MRSA 菌株を用い、①皮膚組織を含む様々な基









シル硫酸ナトリウム (SDS)、両性イオン系の 3-(3-Cholamidepropyl) dimethylammonio-
1-propane-sulphonate (CHAPS)および非イオン系の PS80 の 4 種類を用いている。生体細
胞としてマウス 3T3 線維芽細胞を用い細胞毒性効果を検討し、生体細胞毒性効果は最小











(SD)と銀の結合体である SSD は、MRSA 形成 BF に有効であるとの報告はあるが、その BF
に対する作用様式は不明である。ここでは、SSD による MRSA 形成の BF に対する殺菌効果
とその様式を明らかにするため、硝酸銀 (AgNO3)や SD の効果と比較検討している。 
 SSD、SD、AgNO3 の中で、SSD のみが BF に対し殺菌効果を示した。しかも、SD には殺菌
効果は全くなかった。その殺菌効果は EDTA 添加で減弱したことから、銀イオンが重要で
あると考えられが、SSD の培養液内イオン化銀量は AgNO3より少なかった。SD の BF に対す
る付着性をプラスチック基質で比較検討したところ、SD は BF に選択的に結合した。しか
し、SD と AgNO3を同時添加しても殺菌効果の増幅はなかった。次に、SSD の効果は BF への
直接接触が重要であると考え、SSD が通過できない半透膜チャンバー内に密閉したところ、
BF に対する殺菌効果は減弱した。銀と SD 結合体である SSD は銀を BF まで運搬し、BF に
付着後に銀イオンが放出され、BF 内の菌を殺菌すると考えられた。以上の結果から、SSD
は BF が形成された感染創に対し、BF 選択的殺菌効果を発揮できる有効な薬剤と結論して
いる。 
 この研究における BF に対する抗菌効果の指標に、BF 由来浮遊菌最小発育阻止濃度




本研究は、BF 感染症を総合的にとらえ、BF 形成を阻止する方法と BF 形成後の破壊・殺
菌法についての両面から検討を行っている。特に、用いた物質、薬剤は医療の中で長年
用いられてきたものを採用し、医療現場で最も頻繁に遭遇する MRSA による BF 形成に対
する効果を検討し、BF 形成抑制物質として、界面活性剤である PS80 を見出している。本
研究により、BF 形成が危惧される皮膚組織やプラスチック、シリコン基質などの医療器
具を PS80 で前処理することで、菌の付着および BF 形成を阻止できる予防的対処法の可
能性を示しているが、形成された BF には殺菌効果は望めない。 





医療上の背景から、SSD の使用はより現実的な BF 破壊方法であると考えられる。 
以上の研究は、①BF 形成が危惧される皮膚組織やプラスチック、シリコン等の医療器
具を前処理することで菌の付着及び BF 形成を阻止できる予防的対処法の可能性を示し、
臨床応用可能な研究として評価できる。②BF 感染症の治療薬としての可能性を示した極
めて重要な知見を提供するものである。また、公聴会における申請者の質疑応答は、学位
を授与するに応分の能力を証明するものと結論した。 
 
